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明治大学農学部研究報告 第64巻－第 1 号（2014)
ては，中々手強いのが本音である。
展望
MB 発生技術は，我が国で開発されて未だ日が浅い
技術であり，農業分野でも今後多くの場面での利用が
期待される。研究者が極めて少ないことから，本分野
の将来は私の研究室も責任重要な立場にある。研究室
が農場内にあることから，メカニズムよりも応用研究
が中心となるので，生産者からの情報も広く集め，
MB を利用した生産性の高い農業の実現を目指したい。
